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ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
死
亡
事
故

あ
な
た
が
交
通
安
全
の
主
役
で
す

問合せ
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県
内
で
発
生
し
た
交
通
事
故
の
死
者
数
が
、
8
月
2
1

日
に
3
0
0
人
を
超
え
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
昨
年
に
比

べ
2
9
日
早
い
ペ
ー
ス
で
す
。
市
内
の
死
亡
事
故
は
減
少

し
て
い
ま
す
が
、
死
者
の
う
ち
半
数
以
上
は
6
5
歳
以
上

の
高
齢
者
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
だ
暑
さ
の
残
る
こ
の
季
節
は
、
注
意
力
が
散
漫
に

な
り
が
ち
。
一
人
ひ
と
り
が
交
通
ル
ー
ル
と
マ
ナ
ー
を

守
っ
て
、
事
故
防
止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

県
内
の
高
齢
者
の
交
通
事
故
死
者
は

昨
年
に
比
べ
4
3
・
2
パ
ー
セ
ン

8
月
末
現
在
に
お
け
る
、
県
内

の
交
通
事
故
死
者
数
は
3
1
2

人
。
こ
れ
は
昨
年
の
同
時
期
よ
り

2
9
人
増
え
て
お
り
、
全
国
で
ワ
ー

ス
ト
2
位
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
う
ち
6
5
歳
以
L
の
死
者
は

9
1
人
で
、
昨
年
に
比
べ
4
3
・
3
パ

ー
セ
ン
ト
増
加
（
全
国
で
は
2
・

1
パ
ー
セ
ン
ト
）
し
て
い
ま
す
。

市
内
で
も
、
今
年
に
入
っ
て
か

ら
、
事
故
で
亡
く
な
っ
た
7
人
の

う
ち
、
4
人
は
高
齢
者
で
し
た
。

牛
を
と
る
と
、
反
射
神
経
や
連

動
能
力
が
、
衰
え
が
ち
と
な
り
、

こ
の
こ
と
が
事
故
の
原
凶
と
な
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
高
齢

者
が
自
動
車
の
運
転
を
す
る
際
や

歩
行
時
に
、
信
号
無
視
や
無
理
な

横
断
な
ど
、
基
本
的
な
交
通
ル
ー

ル
を
守
ら
な
か
っ
た
こ
と
が
原
因

の
事
故
も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

運
転
を
す
る
際
や
歩
行
時
に
は
、

次
の
こ
と
に
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

○
無
茶
、
無
理
な
運
転
を
し
な
い

○
病
気
の
時
や
疲
れ
て
い
る
と
き

に
は
運
転
を
し
な
い

○
車
と
体
の
点
検
を
常
に
怠
ら
な
い

○
運
転
適
性
検
査
を
受
け
る

○
運
転
中
は
、
た
と
え
エ
ア
バ
ッ
ク

が
あ
っ
て
も
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を

必
ず
着
け
る

○
夜
間
歩
行
中
や
自
転
車
に
乗
る

峠
は
、
明
る
い
衣
服
を
着
用
す

る
か
、
反
射
材
を
取
り
付
け
る

1

0

月

3

0

日

㈱

か

ら

高
齢
者
マ
ー
ク
を
導
入

こ
れ
ま
で
の
初
心
者
マ
ー
ク
に

加
え
、
高
齢
者
が
運
転
す
る
自
動

車
に
表
示
す
る
「
高
齢
者
マ
ー
ク
」

が
、
1
0
月
3
0
日
㈱
か
ら
導
入
さ
れ

ま
す
。
こ
の
マ
ー
ク
を
表
示
し
た

車
に
割
り
込
ん
だ
り
、
幅
寄
せ
し

た
り
す
る
と
罰
せ
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、
歩
行
中
の
お
年
寄
り
に

対
し
て
は
一
時
停
止
や
徐
行
な
ど

を
し
て
、
そ
の
通
行
を
妨
げ
な
い

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
思
い
や

り
の
あ
る
運
転
を
心
が
け
る
よ
う

に
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

市
内
の
人
身
事
故
の
約
6
割
が

交
差
点
か
交
差
点
付
近

今
年
、
市
内
で
発
生
し
た
人
身

事
故
の
う
ち
、
約
6
割
が
交
差
点

か
交
差
点
か
ら
3
0
メ
ー
ト
ル
以
内

の
場
所
で
発
牛
し
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
こ
れ
ら
の
原
因
は
、

信
号
無
視
や
一
時
不
停
止
、
横
断

歩
行
者
妨
害
、
わ
き
見
運
転
な
ど

と
な
っ
て
い
ま
す
。

交
差
点
で
は
信
号
に
従
い
、
信

号
の
無
い
交
差
点
で
は
、
左
右
の

安
全
を
よ
く
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

歩
行
者
の
道
路
へ
の
飛
び
出
L
に

も
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

市
や
警
察
で
は
、
今
後
も
交
通

事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
て
、
道
路
の

環
境
整
備
や
交
通
取
り
締
ま
り
、

交
通
安
全
運
動
な
ど
に
取
り
組
ん

で
い
き
ま
す
。

秋の全国交潮栓

勘囁施されます
～反射材　着けてあなたを　光らせて～

市民の皆さんに交通安全の知識を広め、交

通事故防止の徹底を図ろうとする運動です。

期間中は交通安全ドライバー教室や、各種

交通指導・取締り、交通安全高齢者スポーツ

大会などが行われます。

〈重点目標〉

1．高齢者の交通事故防止

2．シートベルトの着用の徹底

3．夜間事故の防止

4．自転車の通行マナーの向上

1
0
月
1
日
㈱
、
新
し
い
東
消

防
署
前
原
分
署
が
、
県
道
船
橋

我
孫
子
線
沿
い
一
前
原
西
1
～

6
～
1
一
に
オ
ー
プ
ン
し
ま
す
。

旧
前
原
分
署
は
、
東
部
公
民

館
と
併
設
さ
れ
て
い
る
こ
と

や
、
J
R
津
田
沼
駅
周
辺
の
繁

華
街
に
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

大
型
消
防
車
両
の
迅
速
な
出
動

に
支
障
を
き
た
し
て
お
り
、
今

回
新
築
移
転
す
る
も
の
で
す
。

新
し
い
前
原
分
署
は
、
市
南

東
部
の
防
災
拠
点
と
し
て
、
火

災
・
救
急
は
も
ち
ろ
ん
、
各
種

災
害
に
も
迅
速
に
対
応
で
き
る

よ
う
整
備
さ
れ
て
い
ま
す
。
配

置
車
両
は
、
水
槽
付
消
防
ポ
ン

プ
車
2
台
、
消
防
ポ
ン
プ
付
救

助
工
作
車
・
救
急
車
・
は
し
ご
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車
各
1
台
の
計
5
台
で
す
。

建
物
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト

3
階
建
て
。
耐
震
性
、
耐
火
性

に
優
れ
た
安
全
性
の
高
い
施
設

で
、
総
工
費
は
約
3
億
9
0
0

0
万
円
で
す
。
敷
地
面
積
は
約

1
0
3
0
平
方
メ
ー
ト
ル
、
延

べ
床
面
積
は
約
1
1
7
0
平
方

メ
ー
ト
ル
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
域
防
災
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
活
動
の
核
と
な
る
施
設

と
し
て
、
3
階
に
は
、
市
民
の

皆
さ
ん
を
対
象
と
し
た
消
防
や

救
急
に
関
す
る
講
習
会
な
ど
が

開
催
で
き
る
会
議
憲
が
設
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

市
で
は
、
昭
和
2
4
年
4
月
に

消
防
本
部
を
設
置
以
来
、
消
防

施
設
や
車
両
の
強
化
・
拡
充
を

進
め
て
き
ま
し
た
。
今
後
も
火

災
等
の
災
害
時
に
、
消
防
ポ
ン

プ
車
や
救
急
車
等
が
効
率
的
に

運
用
で
き
る
よ
う
適
性
配
置
に

努
め
て
い
き
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
移
転
に
伴
い
、

東
船
橋
出
張
所
は
廃
止
さ
れ
、

消
防
団
器
庫
に
改
修
さ
れ
る
予

定
で
す
。

（
問
合
せ
）
消
防
局
総
務
課
℡
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高齢者のための各種サービスを2・3ページで紹介しています。お気軽にこ利用ください




